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まちかど通信

　いがまち公民館で、公
民館教室「ア・ラ・カルト」
を行いました。この教室
では、寄せ植えやパン作
りなど毎回さまざまなこ
とを行っています。

　今回は、お正月に向けてのプリザーブドフラワー作
りを行いました。黒い盆に貼り付けた注

し め な わ
連縄の中央に

菊やバラなどの花と和柄の玉を付けた針金などを飾り
付けました。参加した人は、「楽しかった。お正月に
は家の中に飾りたいです。」と話していました。

プリザーブドフラワー教室（12月６日）

新年の準備に向けて

▲参加者はグループに分かれて作業に取り組み、個性あ
　ふれる作品が完成しました。

　伊賀市農業公園で、今年で９回目を迎える伊賀
オーガニックフェスタが開催されました。
　屋外の会場では、有機野菜などの農産物・加工品・
雑貨・飲食物などを販売する出店が立ち並び、多く
の人でにぎわいました。
　また、屋内の会場では、バードコール作りなどの
体験教室、オーガニックバナナや冬野菜の話とそれ
らを使った料理教室が行われ、参加した人は楽しそ
うに取り組んでいました。

伊賀オーガニックフェスタ（12月 11日）
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▲パステルの粉末で絵を描く体
　験をする子どもたち

▲料理教室で、バナナの種類や
　特徴について説明する講師

▲

個性豊かな出店を興
　味深そうにまわる人
　の姿がみられました。

　伊賀市文化会館で人権を考える
市民の集い 2016を行いました。
　第１部では、人権作品の表彰式
や作文部門で市長賞を受賞した２
人による作文の朗読などがありま
した。
　第２部では、全国でライブ活動
を行う福島県いわき市出身の２人
組、H

ひ る
ILL S

す と ー ん
TONEが「音楽の力～

みんなで繋
つな
げよう明日へ～」をテーマに、東日本大震

災の被災地の現状や被災者との交流を通して感じたこ
となどを、歌と言葉で訪れた人に伝えました。

人権を考える市民の集い 2016（12月４日）

命の大切さを考えました

▲ポスター・標語・作文部
　門の入賞者を岡本市長が
　表彰しました。

▲作文を朗読する市
　長賞の受賞者

▲ HILL STONE の２人の優
　しい歌声が会場を包み込み
　ました。
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　伊賀鉄道上野市駅で忍者列車木育トレ
イン出発式が行われました。
　この木育トレインは、伊賀鉄道で運行
されている忍者列車のさらなる魅力向上
を図るため、「みえ森と緑の県民税」を
活用して列車内を木質化したものです。
　出発式では、テープカットやくす玉割
りが行われ、鈴木英敬三重県知事の「出
発よし」のかけ声で列車が出発しました。

忍者列車木育トレイン出発式（12月 11日）

忍者列車の魅力アップ

▲テープカットの様子

▲木製のつり革。
　手裏剣のデザ
　イン選定に上
　野高等学校の
　生徒が協力し
　ました。

▲

車内の壁やひ
　じかけ、つり
　革などには、
　三重県産の木
　材がふんだん
　に使用されて
　います。

忍者列車木育トレイン出発式（12月 11日）


